
チェンパカプティ・ジャカルタイスラム病院（RSIJCP）訪問 

 チェンパカプティ・ジャカルタイスラム病院を運営するムハマディヤは、インドネシア最大のイスラム教組織

であり、組織の医療部門が運営する病院やクリニックは 364 箇所に及ぶ。この度 JMIC は、インドネシア共和国

ジャカルタにある組織の中核総合病院、チェンパカプティ・ジャカルタイスラム病院（RSIJCP）に訪問した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムハマディヤの特別部門 da’wah(ダワ：布教)部長 Dr. Muhammad Ziyad と JMIC 代表取締役社長、関 恕夫 

 

 

RSIJCP の増改築計画、将来的な医療従事者の交流等の支援・協力に向けて院内で会議を行った。会議後、ム

ハマディヤの特別部門 da’wah(ダワ：布教)部長 Dr. Muhammad Ziyad 氏から関恕夫 JIMC 代表取締役社長へ書

籍「ムハマディヤの医療ビジネス及び社会貢献為・慈善事業 da’wah(ダワ：布教)ガイダンス」が贈呈された。 

 

 書籍によると、この 1 世紀の間に、ムハマディヤの da’wah(ダワ：布教)の旅によって、教育、医療、社会貢

献、経済、文化など様々なコミュニティ、すべてのビジネス及び社会貢献、慈善事業が生まれ、ムハンマディヤ

のビジネス及び社会貢献活動、慈善事業等それぞれの分野に於ける da’wah(ダワ：布教)の役割は大きいとされて

いる。ムハマディヤの医療サービスとビジネス及び社会貢献と慈善事業は、総合病院・産婦人科医院・マタニテ

ィクリニック等、数百に達しており、今後も増え続ける計画である。また、医療サービス及び保健セクターに対

する教育手段としての病院の役割や機能と質の向上は、ムハンマディヤの目標であるイスラム社会の形成を実現

するために欠かすことのできない要素である。その上でムハマディヤ組織は、da’wah(ダワ：布教)がムハンマデ

ィヤ病院グループの運営活動とサービスに価値と影響を与える有効な手段としてこのガイダンス本を出版した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムハマディヤ医療部門スタッフと JMIC チームの会議の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院の皆様との集合写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   書籍表紙、写真は 1930 年に医療部門スタッフを撮影したの 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     書籍表紙裏、特別部門 da’wah(ダワ：布教)部長 Dr. Muhammad Ziyad 氏のサイン入り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                書籍裏表紙、本の概要が記載されている 


